
各務支考『つれづれの讃』続考

要
旨

　
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
は
、
各
務
支
考
（
一
六
六
五
〜
一
七
三
一
）
に
よ
る
『
徒
然
草
』
の
全
段
に
わ

た
る
評
論
書
で
あ
る
。
宝
永
八
年
（
一
七
一
一
）
の
自
跋
を
持
つ
。

　
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
を
評
論
書
と
呼
称
す
る
の
は
、
支
考
が
『
徒
然
草
』
を 

内
容
の
ま
と
ま
り
に
注

目
し
て
、
大
き
く
四
十
九
の
段
に
区
切
り
直
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
漢
字
四
字
で
題
名
を
付
け
て
い
る
こ

と
、
お
よ
び
、
諷
詞
・
褒
貶
・
断
絶
・
虚
実
・
変
化
な
ど
、
十
三
種
の
分
析
批
評
用
語
を
駆
使
し
て
、

『
徒
然
草
』
の
内
容
を
批
評
し
て
い
る
こ
と
が
、
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
他
の
多
く
の
『
徒
然
草
』
注

釈
書
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
性
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

拙
稿
「
各
務
支
考
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
に
み
る
『
徒
然
草
』
の
新
し
い
読
み
方
」（『
放
送
大
学
研
究

年
報
』
第
三
十
九
号
、
二
〇
二
一
年
）
で
は
、『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
の
首
巻
に
書
か
れ
て
い
る
分
析
批

評
用
語
、『
徒
然
草
』
の
基
本
事
項
で
あ
る
大
綱
、
お
よ
び
、
支
考
に
よ
る
兼
好
伝
資
料
の
集
成
を
取

り
上
げ
て
、
支
考
の
批
評
態
度
の
特
徴
を
論
じ
た
。
け
れ
ど
も
、
首
巻
に
続
く
全
八
巻
か
ら
な
る
、
支

考
の
全
段
解
釈
と
批
評
を
概
観
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、「
各
務
支
考
『
つ

れ
づ
れ
の
讃
』
続
考
」
と
題
し
て
、
改
め
て
支
考
の
『
徒
然
草
』
観
を
把
握
す
る
。

　

支
考
の
『
つ
れ
つ
れ
の
讃
』
は
、
全
体
を
通
し
て
、
章
段
間
の
繫
が
り
方
や
、
個
々
の
文
章
の
展
開

に
注
目
す
る
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、『
徒
然
草
』
を
通
し
て
、
文
章
展
開
や
、
自

分
自
身
の
考
え
の
表
明
の
仕
方
、
話
題
の
転
じ
方
な
ど
を
具
体
的
に
読
み
取
る
と
い
う
新
し
い
読
み
方

の
発
見
に
と
ど
ま
ら
ず
、
散
文
の
書
き
方
の
様
式
化
、
す
な
わ
ち
、
和
歌
や
俳
諧
の
よ
う
な
定
型
韻
文

で
は
な
い
、
不
定
型
の
散
文
を
ど
の
よ
う
に
書
く
か
と
い
う
、
文
章
法
の
提
示
へ
の
階
梯
と
な
っ
た
。

そ
の
こ
と
は
、
支
考
の
先
師
た
る
芭
蕉
の
遺
志
と
し
て
の
俳
文
の
隆
盛
を
企
図
す
る
も
の
で
も
あ
っ

た
。
後
に
『
本
朝
文
鑑
』（
一
七
一
八
年
）
や
『
和
漢
文
操
』（
一
七
二
七
年
）
な
ど
の
俳
文
撰
集
を
ま

と
め
た
、
支
考
の
文
学
世
界
に
お
け
る
『
徒
然
草
』
の
役
割
は
、
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。

は
じ
め
に

　
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
は
、
各
務
支
考
（
一
六
六
五
〜
一
七
三
一
）
に
よ
る
『
徒
然
草
』
の
全

段
に
わ
た
る
評
論
書
で
あ
る
。
宝
永
八
年
（
一
七
一
一
）
の
自
跋
を
持
つ
。

　

拙
稿
に
お
い
て
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
を
、
注
釈
書
で
は
な
く
、
評
論
書
と
呼
称
す
る
の
は
、

支
考
が
、
序
段
を
含
め
て
全
二
百
四
十
四
段
の
章
段
区
分
に
よ
っ
て
読
ま
れ
、
注
釈
研
究
も
さ

れ
て
き
た
『
徒
然
草
』
を
、 

内
容
の
ま
と
ま
り
に
注
目
し
て
、
大
き
く
四
十
九
の
段
に
区
切
り

直
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
漢
字
四
字
で
題
名
を
付
け
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
諷
詞
・
褒
貶
・
断

絶
・
虚
実
・
変
化
な
ど
、
十
三
種
の
分
析
批
評
用
語
を
駆
使
し
て
、『
徒
然
草
』
の
内
容
を
批

評
し
て
い
る
こ
と
が
、
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
他
の
多
く
の
『
徒
然
草
』
注
釈
書
に
は
見
ら
れ

な
い
独
自
性
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、『
徒
然
草
』
に
対
す
る
独
自
の
ア
プ
ロ

ー
チ
に
よ
っ
て
、
支
考
は
『
徒
然
草
』
の
新
し
い
読
み
方
を
提
示
し
た
。

　

以
上
の
観
点
か
ら
論
述
し
た
の
が
拙
稿
「
各
務
支
考
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
に
み
る
『
徒
然

草
』
の
新
し
い
読
み
方
」（『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
第
三
十
九
号
、
二
〇
二
一
年
。
以
下
、

「
前
稿
」
と
略
称
）
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
の
首
巻
と
巻
二
の
冒
頭
ま
で

し
か
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
の
最
後
ま

で
を
概
観
し
て
、
支
考
の
『
徒
然
草
』
観
の
全
貌
を
把
握
し
た
い
。
本
稿
を
「
各
務
支
考
『
つ

れ
づ
れ
の
讃
』
続
考
」
と
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　

支
考
の
『
つ
れ
つ
れ
の
讃
』
は
、
全
体
を
通
し
て
、
章
段
間
の
繋
が
り
方
や
、
個
々
の
文
章

の
展
開
に
注
目
す
る
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
支
考
は
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
を
通
し
て
、
文

章
展
開
や
、
自
分
自
身
の
考
え
の
表
明
の
仕
方
、
話
題
の
転
じ
方
な
ど
を
具
体
的
に
読
み
取

る
、
新
し
い
『
徒
然
草
』
の
読
み
方
を
発
見
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
支
考
の
先
師
た
る
芭
蕉
の

遺
志
と
し
て
の
「
俳
文
の
隆
盛
」
を
実
践
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　

本
稿
に
お
い
て
、『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
の
全
貌
を
紹
介
し
、
支
考
に
よ
る
『
徒
然
草
』
の
解

釈
を
検
討
し
て
、
こ
の
き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
評
論
書
の
意
義
と
達
成
を
把
握
し
た
い
。

一　
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
巻
之
二
の
章
段
区
分
と
解
釈
の
独
自
性

　
『
徒
然
草
』
は
江
戸
時
代
の
初
期
以
来
、
多
数
の
版
本
に
よ
っ
て
広
く
流
布
し
た
が
、
早
い

時
期
か
ら
現
行
の
よ
う
に
、
序
段
以
下
、
第
一
段
か
ら
第
二
百
四
十
三
段
ま
で
に
区
切
ら
れ

Journal of T
he O

pen U
niversity of Japan, N

o. 40（
2022）

pp. 1-10

放
送
大
学
研
究
年
報　

第
四
十
号
（
二
〇
二
二
）（
一-

一
〇
）
頁

1）

放
送
大
学
教
授
（「
人
間
と
文
化
」
コ
ー
ス
）

各
務
支
考
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
続
考

島　

内　

裕　

子

1）

156（1）



島　内　裕　子

既
出
。
二
章
と
あ
る
の
は
、
現
行
の
第
十
九
段
と
第
二
十
段
を
、
ま
と
め
た
た
め
。）

②　
《
第
十
三
段　

古
今
一
感　
（
八
章
）
↓
九
章
》
…
…
現
行
の
第
二
十
二
段
か
ら
第
三
十
段

③　
《
第
十
四
段　

文
対
前
実　

七
章
》
…
…
現
行
の
第
三
十
一
段
か
ら
第
三
十
七
段

④　
《
第
十
五
段　

生
死
到
来　

五
章
》
…
…
現
行
の
第
三
十
八
段
か
ら
第
四
十
二
段

⑤　
《
第
十
六
段　

文
対
後
虚　

六
章
》
…
…
現
行
の
第
四
十
三
段
か
ら
第
四
十
八
段

⑥　
《
第
十
七
段　

老
病
迅
速　

一
章
》
…
…
現
行
の
第
四
十
九
段

⑦　
《
第
十
八
段　

不
断
不
続　

八
章
》
…
…
現
行
の
第
五
十
段
か
ら
第
五
十
七
段

　

こ
こ
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
段
に
付
け
て
あ
る
四
字
題
の
検
討
、
お
よ
び
、
大
段
の
区
切

り
方
を
中
心
に
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。
た
だ
し
、
①
は
前
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
、
②
か

ら
始
め
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
で
、
四
字
題
の
後
に
「
章
」
と
あ
る
の

は
「
章
段
」
の
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
大
段
《
第
十
二
段
》
の
と
こ
ろ
で
「
二
章
」
と
あ

る
の
は
、
こ
の
大
段
が
二
つ
の
章
段
か
ら
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

②
は
、『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
に
お
け
る
大
段
《
第
十
三
段
》
で
あ
る
が
、「
古
今
一
感　

八

章
」
と
あ
る
の
は
誤
り
で
「
古
今
一
感　

九
章
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。《
第
十
三
段
》

の
評
釈
は
四
節
に
分
か
れ
て
、「
此
三
章
は
」「
此
二
章
は
」「
此
二
章
も
」「
此
二
章
も
」
と
あ

り
、
合
計
九
段
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
首
巻
の
「
標
目
」
で
は
、「
古
今
一
感　

九
章
」
と
な

っ
て
お
り
正
確
に
記
さ
れ
て
い
る
。
支
考
が
大
段
《
第
十
三
段
》
を
「
古
今
一
感
」
と
名
付
け

た
の
は
、
こ
の
九
章
は
す
べ
て
、「
古
き
世
を
し
た
ひ
て
は
、
今
の
世
を
か
こ
ち
、
或
は
君
臣

の
不
道
を
な
げ
き
、
或
は
男
女
の
別
れ
を
惜
し
み
て
、
悲
も
あ
る
べ
く
、
無
常
も
あ
る
べ
き
」

一
連
の
章
段
で
あ
る
と
解
釈
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、『
徒
然
草
』
に
は
「
さ
ま
ざ
ま
の
変

化
」
を
書
き
尽
く
し
て
い
る
が
、
こ
の
九
段
だ
け
は
、
離
別
を
悲
し
み
、
身
の
上
の
感
情
を
書

き
尽
く
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

③
の
《
第
十
四
段
》
は
、「
文
対
前
実
」
と
名
付
け
た
七
段
か
ら
な
る
。「
此
七
章
は
、（
中

略
）
前
段
の
実
を
ち
ら
し
た
る
と
知
る
べ
し
」
と
書
い
て
、《
第
十
三
段
》
の
九
章
段
が
、
兼

好
自
身
の
別
離
の
悲
し
み
や
身
の
上
の
感
情
を
述
べ
て
「
実
」
を
示
し
て
い
た
が
、
こ
の
七
章

段
は
、
雪
の
朝
（
第
三
十
一
段
）
に
月
の
夕
べ
（
第
三
十
二
段
）
を
対
し
て
、「
二
章
（
段
）

と
も
に
、
世
の
つ
ね
の
心
遣
ひ
を
言
へ
る
か
」
と
注
意
を
喚
起
し
、
こ
れ
は
「
文
対
」
で
あ
る

と
す
る
。
と
同
時
に
、
こ
の
二
章
段
が
「
今
は
亡
き
人
」「
そ
の
人
失
せ
に
け
り
」
と
書
か
れ

て
い
る
の
は
、
そ
れ
以
前
の
九
章
段
の
別
離
・
無
常
の
俤
が
あ
る
、
と
も
述
べ
て
い
る
。
け
れ

ど
も
、「
次
に
は
櫛
形
の
穴
（
第
三
十
三
段
）
に
甲
香
の
蓋
（
第
三
十
四
段
）
を
対
し
」
て
い

る
点
で
「
対
」
の
書
き
方
が
続
く
が
、「
い
つ
し
か
な
き
人
の
無
常
を
も
言
ひ
止
み
て
、
た
だ

文
章
の
模
様
の
み
な
る
も
お
か
し
」
と
述
べ
て
い
る
。「
模
様
」
は
首
巻
の
「
凡
例
」
に
掲
げ

て
、
読
み
継
が
れ
て
き
た
。
序
段
と
第
一
段
を
ま
と
め
て
第
一
段
と
す
る
版
本
も
あ
っ
た
し
、

上
下
二
冊
の
形
で
出
版
さ
れ
て
、
第
百
三
十
七
段
が
下
巻
の
冒
頭
と
な
っ
て
、
そ
こ
か
ら
改
め

て
第
一
段
と
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
に
は
、
上
巻
か
ら
下
巻
ま
で
、
通
し
番
号
に
な

っ
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
次
第
に
、
現
行
の
よ
う
な
章
段
区
分
の
通
し
番
号
で
統
一
さ
れ

て
、
現
代
に
至
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
『
徒
然
草
』
の
伝
来
に
お
い
て
、
支
考
の
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
が
、『
徒
然
草
』

の
全
段
を
、
四
十
九
の
「
大
段
」
に
区
切
り
直
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
段
に
漢
字
四
字
の
題
名

を
付
け
た
こ
と
は
画
期
的
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
注
釈
書
に
は
見
ら
れ
な
い
発
想
で
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
、
支
考
が
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
を
刊
行
す
る
以
前
に
す
で
に
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇

四
）
の
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
を
嚆
矢
と
し
て
、
数
多
く
の
『
徒
然
草
』
注
釈
書
が
刊
行
さ
れ

て
い
た（

１
）。

そ
れ
ら
を
総
称
し
て
支
考
は
「
十
五
抄
」
と
言
う
が
、
実
際
に
は
そ
れ
以
上
の
注
釈

書
の
蓄
積
が
背
景
に
あ
っ
た
。

　

け
れ
ど
も
、
支
考
が
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
で
行
っ
た
の
は
、『
徒
然
草
』
の
注
釈
で
は
な
く
、

構
造
分
析
で
あ
っ
た
。
支
考
は
、
新
し
い
章
段
区
分
を
提
示
し
た
が
、
先
行
す
る
注
釈
書
群
に

お
い
て
す
で
に
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
章
段
区
分
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
従

来
の
章
段
区
分
に
拠
り
な
が
ら
、
四
十
九
に
区
切
り
直
し
て
「
大
段
」
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

そ
の
際
に
、
漢
字
四
字
の
題
名
（
以
下
、
本
稿
で
は
「
四
字
題
」
と
略
称
）
を
そ
れ
ぞ
れ
の

「
大
段
」
に
付
け
て
、
そ
の
下
に
、
二
行
の
小
書
き
で
、
章
段
の
冒
頭
を
示
し
た
う
え
で
、
そ

の
「
大
段
」
に
含
ま
れ
る
章
段
の
数
を
示
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
大
段
」
の
規
模
が

す
ぐ
に
わ
か
る
。
支
考
の
区
切
り
方
は
、
必
ず
し
も
複
数
章
段
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
通
行
の
一
段
を
そ
の
ま
ま
一
段
と
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
一
段
を
細
分
化
し
て

複
数
段
に
す
る
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
前
稿
で
取
り
上
げ
た
巻
之
一
で
は
、
序
段
を
《
起

語
》
と
し
て
、
大
段
の
一
段
か
ら
九
段
ま
で
は
、
現
行
の
章
段
番
号
と
同
一
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
複
数
章
段
を
ひ
と
ま
と
め
に
は
し
て
い
な
い
。

　

と
は
言
え
、
そ
の
後
の
区
分
で
は
、
現
行
の
章
段
番
号
と
、
支
考
に
よ
る
大
段
の
番
号
が
異

な
る
の
で
、
前
稿
同
様
、「
大
段
」
の
章
段
番
号
は
《
》
で
示
し
、
現
行
の
章
段
番
号
は
、
そ

の
ま
ま
の
番
号
で
示
す
こ
と
に
す
る
。
前
稿
で
は
、
巻
之
二
の
冒
頭
の
、「《
第
十
二
段
》　

四

季
観
相
二
章
」、
す
な
わ
ち
、
現
行
の
第
十
九
段
か
ら
第
二
十
段
ま
で
の
考
察
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
の
で
、
本
稿
で
は
第
二
十
一
段
か
ら
始
め
た
い（

２
）。
巻
之
二
の
内
訳
を
一
覧
す
れ
ば
次
の
よ

う
に
な
る
。
便
宜
上
、
順
に
番
号
を
付
し
、
現
行
の
章
段
番
号
を
付
け
加
え
た
。

①　

 《
第
十
二
段　

四
季
観
相　

二
章
》
…
…
現
行
の
第
十
九
段
か
ら
第
二
十
一
段
（
前
稿
に
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ず
、
心
遣
ひ
し
た
り
」
と
い
う
部
分
に
引
か
れ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
は
ど
ち
ら
も
、

貴
族
青
年
の
姿
・
振
る
舞
い
に
心
惹
か
れ
た
段
で
あ
る
。
そ
の
中
で
季
節
が
春
と
秋
と
い
う
対

照
性
を
持
つ
と
把
握
す
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
次
の
第
四
十
五
段
（
榎
木
の
僧
正
）
と
第
四

十
六
段
（
強
盗
の
法
印
）
は
、「
お
か
し
み
を
対
し
て
」
お
り
、
最
後
の
第
四
十
七
段
と
第
四

十
八
段
に
つ
い
て
支
考
は
、
兼
好
の
真
意
は
、「
は
か
り
が
た
し
」
と
す
る
が
、『
徒
然
草
句

解
』
に
、
こ
の
段
は
、「
品
こ
そ
か
は
れ
其
誠
は
同
じ
心
に
て
侍
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
対

の
段
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
評
釈
の
最
後
に
「
対
」
に
つ
い
て
、「
文
対
」「
意
対
」「
句

対
」「
字
対
」
の
各
種
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

⑥
の
《
第
十
七
段
》
は
、
現
行
の
第
四
十
九
段
だ
け
を
取
り
上
げ
て
、「
老
病
迅
速
」
と
名

付
け
て
い
る
。「
此
一
章
は
不
思
議
の
置
所
也
」
と
述
べ
て
、「
名
利
の
段
に
て
人
を
拉
げ
、
念

仏
の
段
に
て
、
人
を
や
は
ら
げ
、
祭
に
生
死
を
観
じ
て
は
、
こ
こ
に
老
病
の
迅
速
な
る
事
を
示

す
」
と
書
い
て
、
名
利
の
段
（
第
三
十
八
段
）、
念
仏
の
段
（
第
三
十
九
段
）、
祭
の
段
（
第
百

三
十
七
段
）
の
三
つ
の
章
段
に
も
言
及
し
て
、
こ
の
第
四
十
九
段
と
合
わ
せ
た
四
章
段
を
、

「
是
を
作
者
の
本
意
と
は
言
は
ざ
ら
ん
や
」
と
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、『
徒
然
草
』
は

「
始
め
よ
り
終
わ
り
ま
で
一
段
一
段
に
、
次
第
あ
る
五
時
八
教
の
説
法
な
る
べ
き
に
、
い
と
ま

あ
る
時
間
は
繰
り
て
も
見
つ
べ
し
」
と
書
い
て
、『
徒
然
草
』
の
繙
読
を
勧
め
て
い
る
。「
五
時

八
教
」
と
は
諸
仏
典
を
体
系
づ
け
て
、
教
え
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
、
天
台
宗
の
段
階
的

な
区
分
で
あ
る
。
支
考
は
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
、『
徒
然
草
』
を
、
一
段
ご
と
に
思
想
が
深
ま

る
書
物
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
部
分
を
読
む
と
、
支
考
の
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』

は
、
前
稿
（
研
究
年
報
第
三
十
九
号
）
で
も
述
べ
た
が
、「
北
国
筋
に
て
八
十
部
払
申
候
」
と

い
う
手
紙
が
残
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
合
わ
せ
れ
ば
、『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
持
参
で
、
各
地
に

俳
諧
行
脚
に
出
掛
け
、『
徒
然
草
』
の
講
義
も
行
っ
て
、
人
々
に
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
を
テ
キ

ス
ト
と
し
て
、
販
売
も
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
に
は
、『
徒
然
草
』

の
原
文
も
全
段
入
っ
て
お
り
、
支
考
の
解
説
文
に
導
か
れ
つ
つ
、『
徒
然
草
』
を
読
む
こ
と
が

で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

⑦
の
《
第
十
八
段
》
は
、「
不
断
不
続
」
と
名
付
け
た
八
段
か
ら
な
る
。
第
四
十
九
段
で
老

病
迅
速
の
こ
と
を
言
っ
て
お
い
て
、
次
の
第
五
十
段
に
女
が
鬼
に
な
っ
た
と
い
う
思
い
も
よ
ら

ぬ
の
世
間
の
噂
話
を
持
っ
て
く
る
。
そ
の
次
の
第
五
十
一
段
に
は
、
宇
治
の
里
人
が
水
車
を
上

手
に
作
っ
た
話
と
い
う
よ
う
に
、
わ
ざ
と
切
れ
切
れ
に
言
い
離
し
て
書
き
、
そ
れ
で
い
て
、
そ

の
次
の
第
五
十
二
段
は
、
仁
和
寺
の
あ
る
法
師
が
、
石
清
水
八
幡
宮
に
参
詣
し
た
つ
も
り
で
、

麓
の
末
社
を
本
宮
と
取
り
違
え
て
帰
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
失
敗
談
の
末
尾
に
、
先
達
の
大
切
さ

を
書
い
て
、
前
段
の
水
車
作
り
の
段
に
続
け
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
書
き
方
を
、
支
考
は
「
千

変
万
化
の
自
在
を
得
て
、
人
を
あ
や
か
す
に
妙
な
ら
ず
や
」
と
、
誉
め
て
い
る
。

ら
れ
て
い
る
十
三
種
の
批
評
用
語
の
ひ
と
つ
で
、
前
稿
に
書
い
た
よ
う
に
「
文
体
・
内
容
の
変

化
」
を
言
う
。
こ
こ
で
は
大
段
《
第
十
三
段
》
の
別
離
や
無
常
か
ら
次
第
に
変
化
し
て
い
る
こ

と
を
指
す
。

　

そ
れ
に
続
く
現
行
の
第
三
十
五
段
は
、
手
跡
の
良
し
悪
し
を
書
い
て
い
る
の
で
、
直
前
と
は

繋
が
ら
な
い
が
、
こ
の
段
を
起
点
と
し
て
、
次
の
第
三
十
六
段
が
手
紙
で
用
事
を
頼
ん
で
き
た

と
解
釈
し
て
、
関
連
付
け
、「
久
し
く
音
づ
れ
ぬ
人
」
か
ら
「
朝
夕
な
れ
た
る
人
」
と
い
う
、

「
親
疎
の
さ
か
ひ
も
明
ら
か
に
」
対
応
さ
せ
て
い
る
と
述
べ
て
、
こ
の
あ
た
り
の
書
き
方
を
絶

賛
し
、「
此
文
対
の
法
を
書
き
出
だ
し
て
、
文
字
言
語
の
自
在
に
は
遊
ぶ
ら
ん
」
と
評
し
て
い

る
。
支
考
は
、
徒
然
草
の
一
段
ご
と
の
生
成
と
展
開
に
注
意
を
払
い
、
そ
の
流
れ
を
生
き
生
き

と
再
現
す
る
読
み
方
を
示
し
て
い
る
。

　

④
の
《
第
十
五
段
》
は
、「
生
死
到
来
」
と
名
付
け
た
五
段
か
ら
な
る
。
こ
こ
も
《
第
十
三

段
》
の
よ
う
に
、
節
に
分
け
て
論
評
す
る
ス
タ
イ
ル
を
取
る
。
第
一
節
は
第
三
十
八
段
と
第
三

十
九
段
で
あ
る
。
人
生
の
目
標
を
掲
げ
な
が
ら
、
次
々
と
否
定
し
て
ゆ
く
第
三
十
八
段
の
書
き

方
を
、「
言
ひ
消
し
て
」「
一
段
上
に
説
き
登
ぼ
せ
て
」、「
老
荘
の
虚
無
を
俤
に
し
て
、
仏
者
の

空
相
を
説
く
」
と
明
確
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
そ
れ
を
支
考
み
ず
か
ら
否
定
し
て
「
唯
世
の
つ

ね
の
法
語
に
似
て
、
文
章
さ
し
て
面
白
か
ら
ず
」
と
評
す
。
こ
の
段
に
続
い
て
法
然
の
言
葉
を

出
し
て
、「
念
仏
の
段
に
心
を
ほ
ど
」
い
た
こ
と
を
誉
め
て
い
る
。
第
二
節
は
第
四
十
段
の
み

を
取
り
上
げ
て
、
注
釈
者
た
ち
の
諸
説
を
的
は
ず
れ
で
あ
る
と
笑
い
、
こ
の
段
は
「
あ
や
か

し
」
で
あ
る
と
の
自
説
を
述
べ
る
。「
あ
や
か
し
」
と
は
、
首
巻
の
凡
例
に
挙
げ
て
い
る
批
評

用
語
で
、
聖
賢
が
人
を
迷
わ
す
こ
と
を
「
あ
や
か
し
」
と
定
義
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
注
釈
者
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
い
ろ
い
ろ
な
解
釈
を
こ
の
段
に
付
け
て
い
る
の
も
、
迷
わ
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
こ
の
第
四
十
段
の
栗
し
か
食
べ
な
か
っ
た
娘
と
い
う
話
に
対
し
て

は
、
各
自
が
自
分
で
読
ん
で
、
自
分
で
悟
る
べ
き
で
あ
る
と
、
述
べ
て
い
る
。
第
三
節
は
、
第

四
十
一
段
（
賀
茂
の
競
べ
馬
）
と
第
四
十
二
段
（
行
雅
の
奇
病
）
の
繋
が
り
を
、
行
雅
の
段
は

第
四
十
段
の
栗
娘
に
続
く
の
に
、
そ
の
間
に
賀
茂
の
競
べ
馬
の
話
を
入
れ
た
の
は
、「
生
死
到

来
」
と
い
う
『
徒
然
草
』
の
眼
目
の
言
葉
を
、
競
べ
馬
の
遊
興
に
紛
ら
わ
し
て
出
し
た
の
で
あ

り
、「
例
の
作
者
の
筆
法
な
る
べ
し
」
と
読
み
解
い
て
い
る
。

　

⑤
の
《
第
十
六
段
》
は
、「
文
対
後
虚
」
と
名
付
け
た
六
段
か
ら
な
る
。
六
つ
の
章
段
を
二

章
づ
つ
の
三
セ
ッ
ト
に
し
て
分
析
す
る
。
最
初
の
「
対
」
は
、
第
四
十
三
段
（
春
昼
に
読
書
す

る
青
年
）
と
第
四
十
四
段
（
秋
の
夜
に
横
笛
を
吹
き
な
が
ら
山
際
の
邸
宅
で
の
仏
事
に
出
掛
け

る
青
年
）
で
あ
る
。
支
考
も
「
春
秋
の
風
情
を
対
し
て
」
と
書
い
て
い
る
。
た
だ
し
、「
男
女

の
心
遣
ひ
な
ど
、
人
知
れ
ぬ
所
に
感
を
起
こ
し
た
る
」
と
し
て
い
る
の
は
、
第
四
十
四
段
で
、

山
荘
の
「
寝
殿
よ
り
、
御
堂
の
廊
に
通
ふ
女
房
の
追
風
用
意
な
ど
、
人
目
無
き
山
里
と
も
言
は

154（3）



島　内　裕　子

の
決
意
の
即
行
が
、
親
・
子
・
主
君
な
ど
と
の
縁
や
、
日
常
の
尽
き
る
こ
と
な
き
俗
事
に
よ
っ

て
遮
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
第
五
十
九
段
の
主
張
が
、
前
段
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
重

視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
お
ほ
む
ね
心
に
相
手
あ
り
て
、
此
文
勢
は
出
た
り
と
見

ゆ
」
と
述
べ
て
い
る
。「
兼
好
と
さ
し
む
か
ひ
ゐ
た
る
相
手
の
人
を
見
る
や
う
な
り
」「
自
己
の

道
理
を
人
に
い
ひ
き
か
せ
て
」
い
る
よ
う
だ
、
と
も
想
像
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
支
考
の
解

釈
は
、
各
地
へ
の
俳
諧
行
脚
の
中
で
、
人
々
に
自
説
を
講
釈
す
る
支
考
自
身
の
姿
と
も
重
な

る
。
支
考
の
『
徒
然
草
』
解
釈
が
生
き
生
き
と
し
て
い
る
の
は
、
自
分
の
読
み
方
を
、
明
示
し

て
い
る
こ
と
か
ら
く
る
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
上
記
の
二
段
に
続
く
第
六
十
段
も
繋
が
り
を
見

出
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
支
考
ら
し
さ
が
窺
わ
れ
る
。
第
六
十
段
は
、『
徒
然
草
』
の
中
で
も
、

と
り
わ
け
個
性
的
な
盛
親
僧
都
の
人
物
像
を
描
く
段
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
支
考
は
、「
是
は
山

林
の
小
隠
に
対
し
て
市
中
の
大
隠
を
説
き
た
る
也
」
と
ま
と
め
、
直
前
の
二
段
の
証
人
と
見
る

立
場
を
表
明
し
て
い
る
。

　

②
の
《
第
二
十
段
》
は
、「
不
信
不
疑
」
と
名
付
け
た
十
三
段
か
ら
な
る
。
現
行
の
第
六
十

一
段
か
ら
第
七
十
三
段
ま
で
を
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
て
い
る
。《
第
二
十
段
》
の
最
初
の
十
段

は
「
故
実
の
好
悪
」
と
「
伝
記
の
真
偽
」
と
ま
と
め
、
最
後
の
第
七
十
三
段
は
、「
仏
神
の
奇

特
、
権
者
の
伝
記
、
さ
の
み
信
ぜ
ざ
る
ぺ
き
に
も
あ
ら
ず
」
の
部
分
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
こ

が
重
要
で
あ
る
と
い
う
支
考
の
判
断
で
あ
り
、「
偏
に
信
ぜ
ず
、
ま
た
疑
ひ
嘲
る
べ
か
ら
ず
」

と
い
う
こ
の
段
の
末
尾
の
言
葉
を
取
っ
て
、「
不
信
不
疑
」
と
い
う
四
字
題
を
付
け
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

③
の
《
第
二
十
一
段
》
は
、「
自
利
利
他
」
と
名
付
け
て
、
第
七
十
四
段
か
ら
始
ま
る
十
章

段
を
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
て
い
る
。
第
七
十
四
段
は
そ
の
後
に
続
く
諸
段
の
「
起
語
」
で
あ

り
、「
自
他
の
境
界
に
つ
き
て
心
得
あ
る
べ
き
」
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
と
ま
と
め
て
い
る
。

「
爰
に
は
じ
め
て
変
化
の
二
字
を
い
へ
る
な
ど
、
文
章
の
奥
義
さ
ら
に
は
か
り
て
は
か
り
が
た

か
る
べ
し
」
と
、
兼
好
の
文
章
の
書
き
方
を
誉
め
る
。
次
の
第
七
十
五
段
は
、「
爰
に
つ
れ
づ

れ
の
二
字
を
よ
び
出
し
て
、
全
く
自
己
の
境
界
を
讃
し
た
る
也
」
と
述
べ
、
前
段
の
「
変
化
の

二
字
」
に
照
応
さ
せ
て
「
徒
然
の
二
字
」
と
書
い
て
い
る
。
し
か
も
、
支
考
は
「
つ
れ
づ
れ
」

と
い
う
言
葉
が
『
徒
然
草
』
の
中
で
、
三
つ
の
章
段
に
出
て
く
る
が
、「
此
一
段
の
つ
れ
づ
れ

の
み
、
つ
れ
づ
れ
艸
の
骨
な
り
と
は
い
ふ
べ
し
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
当
該
箇
所
を
読
み
解
く

だ
け
で
な
く
、『
徒
然
草
』
全
体
の
中
で
位
置
づ
け
な
が
ら
、
言
葉
の
照
応
を
注
意
深
く
読
ん

で
い
る
。
支
考
は
第
七
十
四
段
と
第
七
十
五
段
の
連
続
性
に
注
目
し
て
、「
自
を
ほ
め
、
他
を

ほ
む
る
境
肝
要
な
り
」
と
述
べ
る
。
四
字
題
の
「
自
利
利
他
」
は
、
こ
こ
か
ら
の
命
名
で
あ
ろ

う
。
こ
の
こ
と
は
、
支
考
が
、
兼
好
の
自
己
認
識
と
、
兼
好
に
よ
る
他
者
認
識
の
双
方
に
注
目

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
ひ
い
て
は
、
自
己
と
他
者
の
境
界
を
明
確
に
認
識
す
る
と
こ
ろ
か

　

仁
和
寺
の
話
は
、
そ
の
後
に
も
第
五
十
三
段
と
第
五
十
四
段
で
、
宴
会
や
野
遊
び
で
興
じ
過

ぎ
て
失
敗
し
た
話
を
書
い
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
は
仁
和
寺
つ
な
が
り
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の

第
五
十
五
段
に
な
る
と
、「
家
の
作
り
様
」
の
話
題
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
と
「
似
も
似
ぬ
事
に

言
ひ
な
し
て
、
今
一
段
も
普
請
の
世
話
な
ら
ん
と
思
ふ
に
」、
今
度
は
、
第
五
十
六
段
で
、
久

し
ぶ
り
に
会
っ
た
人
と
の
「
物
言
ひ
の
よ
し
あ
し
」、
さ
ら
に
第
五
十
七
段
は
「
歌
物
語
の
歌

の
よ
か
ら
ぬ
」
こ
と
に
つ
い
て
書
く
と
い
う
具
合
に
、『
徒
然
草
』
に
は
「
断
続
の
二
法
」
が

あ
る
こ
と
を
認
識
せ
よ
と
述
べ
て
い
る
。

　

ず
っ
と
続
く
か
と
思
う
と
続
か
な
い
が
、
続
か
な
い
と
思
う
と
続
い
た
り
す
る
の
が
世
の
中

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
支
考
は
銭
の
表
裏
を
当
て
る
勝
負
事
に
た
と
え
て
い
る
。
断
と
続
の

二
つ
が
あ
る
時
は
、「
断
不
続
」、
す
な
わ
ち
、
常
に
続
か
な
い
状
態
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
難

し
い
。
こ
の
こ
と
を
『
徒
然
草
』
の
作
者
で
あ
る
兼
好
は
よ
く
知
っ
て
お
り
、「
或
は
続
き
、

或
る
は
続
か
ず
」
と
い
う
よ
う
に
両
者
を
取
り
混
ぜ
て
書
い
て
い
る
、
そ
れ
が
面
白
い
と
述
べ

て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
の
支
考
の
分
析
と
解
釈
に
は
、
独
自
性
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

　

以
上
、『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
巻
之
二
に
書
か
れ
て
い
る
、
支
考
の
『
徒
然
草
』
理
解
を
辿
っ

て
き
た
。
支
考
は
、『
徒
然
草
』
の
各
段
の
一
つ
一
つ
に
触
れ
な
が
ら
、
繋
が
り
や
断
絶
に
つ

い
て
、
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
支
考
は
、『
徒
然
草
』
の
文
章
の
流
れ
に
強
い
関
心
が
あ
り
、

あ
る
特
定
の
言
葉
な
り
思
想
な
り
に
収
斂
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
常
に
変
化
す
る
生
命
体
の
よ
う

に
『
徒
然
草
』
を
捉
え
て
い
る
。
支
考
の
『
徒
然
草
』
観
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

二　
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
巻
之
三
の
章
段
区
分
と
解
釈
の
独
自
性

　

巻
之
三
の
内
訳
を
一
覧
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

①　
《
第
十
九
段　

棄
恩
無
為　

三
章
》
…
…
現
行
の
第
五
十
八
段
か
ら
第
六
十
段

②　
《
第
二
十
段　

不
信
不
疑　

十
三
章
》
…
…
現
行
の
第
六
十
一
段
か
ら
第
七
十
三
段

③　
《
第
二
十
一
段　

自
利
利
他　

十
章
》
…
…
現
行
の
第
七
十
四
段
か
ら
第
八
十
五
段

④　
《
第
二
十
二
段　

滑
稽
為
文　

五
章
》
…
…
現
行
の
第
八
十
六
段
か
ら
第
九
十
段

　

①
の
《
第
十
九
段
》
は
、「
棄
恩
無
為
」
と
名
付
た
三
段
か
ら
な
る
。
こ
の
題
名
は
、
直
接

に
は
第
五
十
八
段
に
書
か
れ
て
い
る
、「
静
か
な
ら
で
は
、
道
は
行
じ
難
し
」
と
い
う
認
識
と
、

そ
の
た
め
に
は
、
世
俗
の
縁
を
絶
ち
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
を
凝
縮
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
支
考
は
次
段
が
前
段
の
注
、
す
な
わ
ち
、
前
段
を
敷
衍
し
た
も
の
で
あ
る
と
し

て
、
繋
が
り
を
重
視
し
た
。「
命
は
、
人
を
待
つ
も
の
か
は
」
と
い
う
認
識
に
根
ざ
し
た
出
家
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各務支考『つれづれの讃』続考

「
出
生
入
死
の
自
在
」
を
言
う
、
と
い
う
の
が
支
考
の
読
解
で
あ
る
。
こ
の
三
段
は
、
人
生
・

日
々
・
念
々
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
に
お
い
て
生
死
を
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
「
分
段

生
死
」
と
名
付
け
た
の
で
あ
る
。「
分
段
生
死
」
と
い
う
言
葉
は
、
元
来
、
仏
教
用
語
で
、
六

道
輪
廻
に
お
け
る
生
死
は
、
人
に
よ
り
身
体
や
寿
命
に
違
い
が
あ
り
分
段
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

指
す
が
、
支
考
は
『
徒
然
草
』
の
眼
目
が
生
死
に
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
他
の
箇
所
で
も
書
か
れ

て
い
る
が
、
と
り
わ
け
こ
の
連
続
す
る
三
つ
の
段
に
お
い
て
、
細
か
く
「
三
段
の
生
死
」
を
説

い
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。

　

②
の
「
殿
上
褒
貶
」
は
、
第
九
十
四
段
か
ら
の
十
段
を
蔽
う
題
名
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
第

九
十
六
段
の
「
め
な
も
み
」、
第
九
十
七
段
の
「
損
な
ふ
物
」、
第
九
十
八
段
の
『
一
言
芳
談
』

に
書
か
れ
て
い
る
内
容
は
「
殿
上
」、
す
な
わ
ち
貴
族
に
は
か
か
わ
ら
な
い
が
、
支
考
は
貴
族

た
ち
に
か
か
わ
る
話
を
中
心
に
把
握
し
た
。
人
間
に
対
す
る
兼
好
の
批
評
性
を
眼
目
と
し
て
、

こ
の
よ
う
な
四
字
題
を
宛
て
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

③
の
「
日
暮
蹉
跎
」
は
、
第
百
十
二
段
に
見
え
る
「
日
、
暮
れ
、
道
、
遠
し
。
我
が
生
、
既

に
蹉
跎
た
り
」
を
、
四
字
題
に
圧
縮
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
言
葉
が
大
段
《
第
二

十
五
段
》
に
含
ま
れ
る
他
の
段
ま
で
を
蔽
う
か
と
言
え
ば
、
や
や
無
理
が
あ
ろ
う
。
③
の
冒
頭

部
の
段
は
、
男
女
の
交
際
を
描
き
、
支
考
自
身
も
、
こ
の
あ
た
り
は
『
源
氏
物
語
』
を
俤
に
し

て
い
る
と
か
、「
此
の
十
一
章
は
見
定
め
難
き
所
あ
れ
ど
も
」
と
率
直
に
述
べ
て
い
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
こ
の
よ
う
な
四
字
題
に
し
た
の
は
、
支
考
が
第
百
十
二
段
に
書
か
れ
て
い
る
、

「
諸
縁
放
下
」
の
た
め
に
は
、
他
人
か
ら
ど
の
よ
う
に
譏
ら
れ
て
も
構
わ
な
い
と
い
う
、
兼
好

の
強
い
表
白
に
共
鳴
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
「
寸
陰
、
惜
し
む
人
無
し
」
と
書
き
出
さ
れ
る
第
百
八
段
も
、「
生
死
の
観
法
」
と
し
て
支
考

は
注
目
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
「
日
暮
蹉
跎
」
と
い
う
四
字
題
を
掲
げ
た
の
は
、
人
生
も
終

わ
り
に
近
づ
い
て
い
る
の
に
、
究
め
よ
う
と
す
る
道
は
遠
く
不
遇
で
あ
る
と
い
う
、
人
間
存
在

の
普
遍
的
な
寂
し
さ
の
象
徴
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

④
の
「
異
名
異
説
」
は
、
名
前
に
関
す
る
段
を
主
と
し
て
ま
と
め
、
⑤
の
「
庖
厨
不
忍
」

は
、
第
百
十
八
段
を
二
段
に
分
け
て
、
西
園
寺
実
兼
の
忠
告
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
主
張
し
て

い
る
。

　

⑥
の
「
十
三
箇
条
」
と
い
う
四
字
題
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
書
き
方
で
あ
る
。《
第
二
十
八

段
》
は
、
通
行
の
第
百
二
十
段
以
下
、
第
百
三
十
一
段
ま
で
の
十
二
段
を
ま
と
め
て
大
段
と
し

た
。
た
だ
し
、
支
考
は
百
二
十
五
段
を
二
段
に
分
け
て
い
る
の
で
、
⑥
の
章
段
数
が
十
三
章
と

な
っ
た
。
⑥
は
、
十
三
の
章
段
が
一
段
ご
と
に
「
起
結
の
文
勢
」
が
あ
る
と
い
う
支
考
の
認
識

か
ら
、
一
つ
の
題
名
に
集
約
で
き
な
い
と
考
え
て
、「
十
三
箇
条
」
と
い
う
四
字
題
と
し
た
の

だ
ろ
う
。
奇
抜
な
発
想
で
あ
る
。

ら
、
批
評
精
神
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
発
見
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
、
第
七
十
五
段
は
「
自
己
の
道
心
を
説
き
つ
く
し
」
て
、
そ
の
後
の
四
段
に
「
浮

世
法
師
の
あ
り
さ
ま
を
説
き
つ
く
せ
る
也
」
と
い
う
文
脈
展
開
が
可
能
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
第

八
十
段
の
世
間
の
人
々
に
あ
り
が
ち
な
、
他
人
の
境
界
へ
の
越
境
や
第
八
十
一
段
か
ら
第
八
十

四
段
に
描
か
れ
る
、
頓
阿
・
弘
融
の
二
人
の
法
師
と
、
西
園
寺
公
衡
と
洞
院
実
泰
の
二
人
の
公

家
を
誉
め
て
い
る
『
徒
然
草
』
の
書
き
方
が
、
第
八
十
段
の
「
我
身
に
疎
き
段
の
表
裏
な
る
べ

し
」
と
い
う
章
段
展
開
に
つ
な
が
っ
た
と
支
考
は
把
握
し
た
。
こ
の
よ
う
な
一
連
の
書
き
方

に
、
兼
好
の
「
筆
端
」、
す
な
わ
ち
、
筆
の
勢
い
を
支
考
は
認
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に

続
く
第
八
十
五
段
の
賢
愚
論
に
共
鳴
し
、
こ
こ
ま
で
の
十
段
の
総
ま
と
め
を
詳
し
く
書
い
て
い

る
の
は
、
支
考
が
こ
の
あ
た
り
に
、『
徒
然
草
』
の
一
つ
の
山
場
を
見
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

巻
之
三
の
最
後
は
、
④
の
「
滑
稽
為
文
」
と
題
す
る
五
段
、
す
な
わ
ち
、
惟
継
の
秀
句
、
下

部
の
酒
、
道
風
の
朗
詠
、
猫
又
、
や
す
ら
殿
に
つ
い
て
の
諸
段
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
段
を
滑
稽

な
話
と
認
定
し
、
庚
申
待
の
場
で
こ
れ
ら
の
話
柄
を
人
々
が
軽
口
に
仕
立
て
直
し
て
話
し
合
う

と
い
う
場
面
を
、
支
考
が
創
作
し
て
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
支
考
に
よ
る
「
筆
の
遊
び
」、

す
な
わ
ち
「
筆
す
さ
び
」
で
あ
ろ
う
。
他
の
注
釈
書
類
に
は
見
ら
れ
な
い
、
独
自
の
書
き
方
で

あ
る
。三　

『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
巻
之
四
の
章
段
区
分
と
解
釈
の
独
自
性

　

巻
之
四
の
内
訳
を
一
覧
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

①　
《
第
二
十
三
段　

分
段
生
死　

三
章
》
…
…
現
行
の
第
九
十
一
段
か
ら
第
九
十
三
段

②　
《
第
二
十
四
段　

殿
上
褒
貶　

十
章
》
…
…
現
行
の
第
九
十
四
段
か
ら
第
百
三
段

③　
《
第
二
十
五
段　

日
暮
蹉
跎　

十
一
章
》
…
…
現
行
の
第
百
四
段
か
ら
第
百
十
三
段

④　
《
第
二
十
六
段　

異
名
異
説　

四
章
》
…
…
現
行
の
第
百
十
四
段
か
ら
第
百
十
七
段

⑤　
《
第
二
十
七
段　

庖
厨
不
忍　

三
章
》
…
…
現
行
の
第
百
十
八
段
か
ら
第
百
十
九
段

⑥　
《
第
二
十
八
段　

十
三
箇
条　

十
三
章
》
…
…
現
行
の
第
百
二
十
段
か
ら
第
百
三
十
一
段

⑦　
《
第
二
十
九
段　

自
己
不
昧　

五
章
》
…
…
現
行
の
第
百
三
十
二
段
か
ら
第
百
三
十
六
段

　

巻
之
四
は
、
第
九
十
一
段
か
ら
第
百
三
十
六
段
ま
で
を
七
分
割
し
て
大
段
と
し
て
い
る
。
こ

の
七
区
分
の
四
字
題
を
順
に
見
て
ゆ
く
と
、
①
の
「
分
段
生
死
」
は
第
九
十
一
段
か
ら
の
三
段

に
相
応
し
い
題
名
で
あ
る
。
赤
舌
日
の
吉
凶
か
ら
易
の
変
易
を
導
き
、
日
々
の
生
死
の
変
相
を

説
き
、
次
段
で
弓
の
一
矢
か
ら
念
々
の
生
死
迅
速
を
説
き
、
さ
ら
に
次
の
段
に
牛
の
生
死
か
ら
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②
は
二
段
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
東
国
武
士
の
意
外
な
発
言
を
書
い
た
段
な
の
で
、
ま
と
め

て
い
る
の
は
わ
か
る
が
、「
東
西
貧
富
」
と
い
う
四
字
題
か
ら
見
て
、
支
考
は
尭
蓮
上
人
が
東

国
人
の
経
済
力
を
踏
ま
え
た
発
言
を
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
れ
以
後
は
、
章
段

数
を
多
く
ま
と
め
て
い
る
。

　

③
の
「
一
念
変
相
」
と
い
う
四
字
題
は
、
特
定
の
段
か
ら
の
抽
出
で
は
な
く
、
支
考
が
こ
の

大
段
の
七
段
に
共
通
す
る
も
の
と
し
て
名
付
け
た
の
で
あ
る
が
、
最
初
の
四
段
は
「
生
死
の

相
」、
後
の
三
段
は
「
筆
の
す
さ
み
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

④
⑤
は
人
物
名
で
ま
と
め
、
⑥
⑦
は
人
間
の
生
き
方
に
か
か
わ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
人
物
論
で

あ
る
。

　

⑧
が
「
灯
前
夜
話
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
珍
し
い
命
名
で
あ
る
。
こ
の
七
段
は
宮
廷
に
か
か

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
故
実
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
鎌
倉
武
士
に
か
か
わ
る
も
の
も
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
ひ
と
ま
と
ま
り
を
適
切
に
ま
と
め
る
題
名
は
難
し
く
、「
有
職
故
実
」
と
い
う
四

字
が
無
難
な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
こ
を
支
考
は
、
談
話
の
情
景
と
し
て
読
み
取
っ
て
「
灯
前

夜
話
」
と
命
名
し
て
い
る
こ
と
が
独
自
の
読
み
方
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
大
段
の
最
初
の
第

百
七
十
六
段
は
、「
黒
戸
」
の
由
来
を
書
い
た
段
で
あ
る
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
段
が
こ
こ
に

出
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
に
も
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
る
。「
黒
戸
の
一
章
は
前
の
冬
せ
ば
き
所

に
て
、
火
に
て
物
い
り
な
ど
と
い
へ
る
」
と
こ
ろ
か
ら
の
、
自
然
な
連
想
で
あ
ろ
う
と
推
測
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
兼
好
が
「
黒
戸
」
と
い
う
宮
中
の
部
屋
の
名
前
の
故
実
を
書
い
た
執
筆
心

理
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
解
釈
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

五　
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
巻
之
六
の
章
段
区
分
と
解
釈
の
独
自
性

　

巻
之
六
の
内
訳
を
一
覧
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

①　
《
第
三
十
八
段　

物
格
知
至　

五
章
》
…
…
現
行
の
百
八
十
三
段
か
ら
第
百
八
十
七
段

②　
《
第
三
十
九
段　

一
生
一
事　

三
章
》
…
…
現
行
の
第
百
八
十
八
段
か
ら
第
百
八
十
九
段

③　
《
第
四
十
段　

莫
見
乎
隠　

三
章
》
…
…
現
行
の
第
百
九
十
段
か
ら
第
百
九
十
二
段

④　
《
第
四
十
一
段　

人
心
掌
握　

二
章
》
…
…
現
行
の
第
百
九
十
三
段
か
ら
第
百
九
十
四
段

⑤　

 《
第
四
十
二
段　

起
請
不
頼　

十
八
章
》
…
…
現
行
の
第
百
九
十
五
段
か
ら
第
二
百
十
四

段

　

巻
之
六
は
、
第
百
八
十
三
段
か
ら
第
二
百
十
四
段
ま
で
を
五
分
割
し
て
大
段
と
し
て
い
る
。

　

①
は
、
最
初
に
律
の
法
令
を
挙
げ
、
次
に
鎌
倉
武
士
の
倹
約
と
道
を
知
る
用
意
を
中
間
に
配

　

⑦
の
「
自
己
不
昧
」
は
、
自
分
は
「
不
昧
」
で
あ
る
、
つ
ま
り
、
明
ら
か
で
あ
り
、
邪
欲
に

く
ら
ま
さ
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
、
第
百
三
十
四
段
の
「
己
を
知
る
」
と
い
う
こ
と
を
眼
目
と

し
て
付
け
た
四
字
と
思
わ
れ
る
。

四　
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
巻
之
五
の
章
段
区
分
と
解
釈
の
独
自
性

　

巻
之
五
の
内
訳
を
一
覧
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

①　
《
第
三
十
段　

都
伎
波
奈　

四
章
》
…
…
現
行
の
第
百
三
十
七
段
か
ら
第
百
四
十
段

②　
《
第
三
十
一
段　

東
西
貧
富　

二
章
》
…
…
現
行
の
第
百
四
十
一
段
か
ら
第
百
四
十
二
段

③　
《
第
三
十
二
段　

一
念
変
相　

七
章
》
…
…
現
行
の
第
百
四
十
三
段
か
ら
第
百
四
十
九
段

④　
《
第
三
十
三
段　

資
朝
不
計　

五
章
》
…
…
現
行
の
第
百
五
十
段
か
ら
第
百
五
十
五
段

⑤　
《
第
三
十
四
段　

基
俊
無
益　

九
章
》
…
…
現
行
の
第
百
五
十
六
段
か
ら
第
百
六
十
四
段

⑥　
《
第
三
十
五
段　

文
武
有
家　

六
章
》
…
…
現
行
の
第
百
六
十
五
段
か
ら
第
百
七
十
一
段

⑦　
《
第
三
十
六
段　

修
身
侯
命　

四
章
》
…
…
現
行
の
第
百
七
十
二
段
か
ら
第
百
七
十
五
段

⑧　
《
第
三
十
七
段　

灯
前
夜
話　

七
章
》
…
…
現
行
の
第
百
七
十
六
段
か
ら
第
百
八
十
二
段

　

巻
之
五
は
、
第
百
三
十
七
段
か
ら
第
百
八
十
二
段
ま
で
を
八
分
割
し
て
大
段
と
し
て
い
る
。

こ
の
八
区
分
の
四
字
題
を
順
に
見
て
ゆ
く
と
、
①
の
「
都
伎
波
奈
」
は
、
第
百
三
十
七
段
の
冒

頭
部
の
「
花
は
盛
り
に
、
月
は
隈
無
き
を
の
み
見
る
も
の
か
は
」
を
凝
縮
し
て
、
月
と
花
、
す

な
わ
ち
「
つ
き
は
な
」
を
四
字
題
に
合
わ
せ
て
万
葉
仮
名
で
表
記
し
た
と
も
取
れ
る
し
、「
す

べ
て
、
月
・
花
を
ば
、
然
の
み
、
目
に
て
見
る
物
か
は
」
の
部
分
に
は
、「
月
花
」
と
ひ
と
ま

と
ま
り
の
表
現
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
む
し
ろ
こ
の
部
分
に
よ
る
可
能
性
が
強
い
か
も
し
れ
な

い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
ま
で
に
な
い
四
字
題
の
表
記
で
あ
る
。
支
考
は
こ
の
段
の
記
述
を

「
未
満
の
楽
」
と
「
無
常
の
観
法
」
の
二
節
に
分
け
て
考
え
る
の
が
よ
い
と
述
べ
、「
未
満
の

楽
」
に
つ
い
て
は
、
は
「
風
情
」
と
「
道
理
」
の
二
種
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
も
触
れ
、
支

考
の
分
析
的
な
読
解
力
が
開
陳
さ
れ
て
い
る
。「
或
は
月
花
に
男
女
を
対
し
、
或
は
夷
洛
の
人

品
を
あ
は
せ
、
或
は
泉
に
雪
に
と
言
へ
る
文
章
の
変
化
は
さ
ま
ざ
ま
な
れ
ど
も
、
万
の
一
字
を

三
所
に
置
き
て
、
畢
竟
は
物
の
盈
虧
を
い
へ
る
な
る
べ
し
」
と
ま
と
め
て
い
る
。
な
お
、「
翻

刻
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』」
で
、「
万
の
一
字
」
が
「
万
の
一
宇
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
誤
植
で
あ

る
。
①
は
、
百
四
十
段
ま
で
含
む
が
、
支
考
の
言
い
方
に
倣
え
ば
、
第
百
三
十
七
段
の
余
韻
で

あ
り
、
適
切
な
区
分
と
言
え
よ
う
。
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七
段

　

巻
之
七
は
、
第
二
百
十
五
段
か
ら
第
二
百
三
十
七
段
ま
で
を
五
分
割
し
て
大
段
と
し
て
い

る
。

　

①
は
、
三
段
の
う
ち
、
最
初
の
二
段
は
鎌
倉
武
士
の
質
実
な
暮
ら
し
ぶ
り
、
最
後
が
大
福
長

者
の
暮
ら
し
ぶ
り
と
金
銭
観
で
、
四
字
題
の
「
大
欲
無
欲
」
は
、
大
福
長
者
に
対
す
る
兼
好
の

論
評
か
ら
来
て
い
る
。
こ
の
三
段
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
の
は
、
武
士
と
長
者
の
生
活
態
度
を

好
対
照
と
見
て
、
そ
の
対
比
を
一
対
と
し
て
把
握
す
る
物
の
見
方
を
提
示
す
る
た
め
で
あ
ろ

う
。

　

②
は
、
十
三
段
が
大
き
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
狐
に
関
す
る
話
が
段
を
隔
て
て
二
話
あ
る

こ
と
に
注
目
し
た
の
は
、
支
考
の
独
自
な
視
点
で
あ
る
が
、
狐
の
話
の
間
に
位
置
す
る
段
も
含

め
て
ひ
と
く
く
り
に
し
て
四
字
題
を
「
自
知
自
罪
」
と
命
名
し
て
い
る
。
こ
の
命
名
は
、
特
定

の
段
表
現
に
依
る
の
で
は
な
い
。
楽
器
の
こ
と
、
祭
の
こ
と
、
有
宗
入
道
が
庭
に
食
べ
ら
れ
る

も
の
を
植
よ
と
言
っ
た
こ
と
、
音
曲
の
こ
と
な
ど
こ
の
大
段
《
第
四
十
四
段
》
に
含
ま
れ
る
段

は
多
彩
で
あ
る
。
四
字
題
の
命
名
に
つ
い
て
は
、
未
詳
で
あ
る
。

　

③
は
、
②
か
ら
一
転
し
て
、
四
段
の
み
か
ら
な
り
、
し
か
し
も
そ
れ
を
三
段
と
し
て
い
る
の

は
、
第
二
百
三
十
二
段
は
「
ま
た
」
と
言
う
言
葉
に
よ
っ
て
一
段
に
繋
げ
ら
れ
る
と
支
考
が
考

え
た
こ
と
に
よ
る
。
四
字
題
の
「
無
知
無
能
」
は
第
二
百
三
十
二
段
の
冒
頭
の
一
文
か
ら
取
っ

て
い
る
。

　

④
は
一
段
の
み
か
ら
な
る
の
が
珍
し
く
、
こ
れ
ま
で
の
例
と
し
て
は
、
起
語
の
序
段
、
そ
れ

に
続
く
第
一
段
か
ら
第
九
段
の
前
半
部
ま
で
の
各
段
、
そ
し
て
第
四
十
九
段
で
あ
る
。
支
考

は
、
こ
の
第
二
百
三
十
五
段
を
、『
徒
然
草
』
の
「
惣
結
語
」
と
ま
で
位
置
づ
け
て
い
る
。
支

考
は
、
兼
好
が
こ
こ
ま
で
『
徒
然
草
』
を
書
き
尽
く
し
て
き
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
そ
の
う
え

で
、
自
分
の
心
は
、
主
な
き
家
の
「
虚
」、
形
な
き
鏡
の
「
虚
」
で
あ
ろ
う
か
と
、「
諸
人
面
前

に
投
げ
出
し
て
、
古
今
の
注
者
の
褒
貶
に
任
せ
た
る
は
、
是
さ
ら
に
作
者
の
大
賊
意
に
し
て
我

楽
の
二
字
を
釘
着
す
べ
き
事
也
。
す
べ
て
つ
れ
づ
れ
の
二
百
余
章
は
、
本
よ
り
無
念
無
想
な
り

と
い
ふ
を
、
此
三
節
（
空
き
家
・
鏡
・
空
の
器
の
三
例
）
に
ま
ぎ
ら
は
し
て
、
か
く
は
又
筆
の

鼓
舞
な
る
も
の
也
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
兼
好
に
は
「
と
ど
む
べ
き
一
物
も
あ
ら
ね

ば
」「
無
心
の
所
着
」
で
あ
る
と
結
論
付
け
て
い
る
。

　
「
無
心
所
着
」
と
は
、
歌
論
用
語
で
、「
五
七
五
七
七
の
各
句
ご
と
に
関
連
の
な
い
言
葉
を
出

し
て
、
一
首
の
全
体
が
意
味
を
な
さ
ず
、
ま
と
ま
り
が
な
い
歌
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
四
字

題
の
「
無
心
所
着
」
は
こ
の
よ
う
な
歌
論
用
語
を
当
て
嵌
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
架
蔵

本
も
「
翻
刻
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』」
で
も
、
冒
頭
部
の
「
標
目
」
で
は
「
無
心
所
着
」
と
な
っ

置
し
、
最
後
に
愚
直
で
謙
虚
で
あ
る
こ
と
が
、
す
べ
て
の
道
に
適
応
す
る
と
い
う
ひ
と
ま
と
ま

り
を
、「
物
格
知
至
」
と
把
握
し
て
い
る
。

　

②
が
三
章
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
支
考
が
、
第
百
八
十
八
段
を
二
つ
に
分
け
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
段
の
前
半
で
、「
取
捨
の
分
別
」
の
譬
え
を
出
し
、「
一
念
発
起
」
の
重
要
性
を
述

べ
て
い
る
。
そ
の
後
に
出
て
く
る
登
蓮
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
生
死
に
か
か
わ
る
話
な
の
で
、
こ
れ

を
中
間
と
し
て
、
結
語
の
段
で
、「
万
物
の
不
定
を
説
き
つ
く
し
て
」、
不
定
を
定
と
言
っ
て
い

る
点
に
「
文
筆
自
在
」
を
読
み
取
っ
て
い
る
。「
一
事
」
と
「
一
生
」
が
出
て
く
る
こ
れ
ら
の

段
を
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
て
、「
一
生
一
事
」
と
し
た
所
に
、
支
考
の
眼
目
が
込
め
ら
れ
た
。

　

③
は
、
男
女
の
交
際
の
あ
り
方
か
ら
、
夜
に
五
感
が
冴
え
る
こ
と
、
夜
の
神
仏
詣
で
へ
と
筆

が
進
む
主
旨
を
、
支
考
は
、「
隠
れ
た
る
よ
り
あ
ら
は
る
る
は
な
し
」
と
い
う
「
隠
見
」
を
述

べ
て
い
る
ひ
と
ま
と
ま
り
と
読
み
解
い
て
、『
中
庸
』
の
漢
字
表
記
を
使
っ
て
、「
莫
見
乎
穏
」

と
い
う
四
字
題
を
付
け
た
。
こ
の
言
葉
は
一
般
に
は
、
秘
密
に
し
て
い
て
も
か
え
っ
て
世
間
に

知
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
言
う
が
、
支
考
は
「
幽
微
に
風
情
」
が
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
の

で
、
先
の
『
中
庸
』
の
言
葉
に
続
く
、「
微
か
な
る
よ
り
顕
ら
か
な
る
は
な
し
」
も
含
め
て
、

「
深
遠
幽
微
」
の
意
味
で
使
っ
て
い
る
。

　

支
考
は
④
の
前
段
を
他
人
の
愚
案
、
後
段
を
自
己
の
明
眼
（
見
識
）
と
把
握
し
て
い
る
。

「
人
心
掌
握
」
と
い
う
四
字
題
は
、
他
者
へ
の
無
理
解
と
嘘
の
諸
相
を
書
い
た
章
段
を
、「
人
間

の
心
」
の
諸
相
と
統
括
し
て
、
命
名
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

⑤
の
「
起
請
不
頼
」
は
、
有
職
故
実
に
か
か
わ
る
場
面
と
登
場
人
物
を
描
く
こ
と
に
力
点
が

あ
り
、
宮
廷
説
話
の
様
相
を
帯
び
る
が
、
支
考
は
、
そ
こ
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
題
名
は
二
百

五
段
の
起
請
と
、
第
二
百
十
一
段
の
不
頼
に
よ
る
。

六　
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
巻
之
七
の
章
段
区
分
と
解
釈
の
独
自
性

　

巻
之
六
の
内
訳
を
一
覧
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

①　
《
第
四
十
三
段　

大
欲
無
欲　

三
章
》
…
…
現
行
の
二
百
十
五
段
か
ら
第
二
百
十
七
段

②　

 《
第
四
十
四
段　

自
知
自
罪　

十
三
章
》
…
…
現
行
の
第
二
百
十
八
段
か
ら
第
二
百
三
十

段

③　

 《
第
四
十
五
段　

無
知
無
能　

三
章
》
…
…
現
行
の
第
二
百
三
十
一
段
か
ら
第
二
百
三
十

四
段

④　
《
第
四
十
六
段　

無
心
所
着　

一
章
》
…
…
現
行
の
第
二
百
三
十
五
段

⑤　

 《
第
四
十
七
段　

非
実
非
虚　

二
章
》
…
…
現
行
の
第
二
百
三
十
六
段
か
ら
第
二
百
三
十
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ひ
と
ま
と
ま
り
は
、「
つ
れ
づ
れ
一
部
の
余
韻
と
は
見
る
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み

る
と
、
四
字
題
は
「
趣
意
已
決
」
と
な
る
が
、
巻
之
八
に
出
て
い
る
題
は
「
已
」
な
の
か
「
己
」

な
の
か
微
妙
で
あ
り
、「
翻
刻
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』」
で
は
「
己
決
」
で
あ
る
。
首
巻
の
標
目
で

は
「
趣
意
已
決
」
で
あ
る
。

　

③
は
、「
結
語
一
章
」
で
あ
る
。『
徒
然
草
』
の
最
終
段
「
八
つ
に
な
り
し
年
」
を
、
父
親
た

ち
の
笑
い
で
締
め
括
っ
た
こ
と
を
、「
此
の
一
に
筆
を
と
ど
め
た
る
は
、
本
朝
無
双
の
文
人
に

し
て
、
扶
桑
第
一
の
隠
者
な
る
べ
し
」
と
評
し
て
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
の
大
尾
と
し
た
。

　

最
後
に
「
門
人　

渡
内
部
狂
」
と
い
う
別
名
で
、
支
考
自
身
に
よ
る
「
跋
」
を
書
き
添
え
て

い
る
。
そ
こ
で
は
、「
此
讃
の
む
ね
と
す
る
所
」
は
、『
徒
然
草
』
を
四
十
九
段
と
し
て
、
そ
の

区
切
り
方
が
分
か
る
よ
う
に
「
一
段
の
意
を
四
字
に
つ
づ
め
て
漢
字
の
標
目
」
と
し
て
い
る
こ

と
、『
徒
然
草
』
の
数
多
く
の
注
釈
書
を
一
括
し
て
「
十
五
抄
」
と
呼
称
し
て
、
そ
れ
ら
の

「
十
五
抄
」
に
対
し
て
独
自
の
説
を
唱
え
た
こ
と
の
二
点
を
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
私
自
身
が
本
稿
と
前
稿
で
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
を
通
覧
し
た
実
感
と
一
致
し

て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
本
稿
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
た
支
考
の
『
徒
然
草
』
観
の
特
徴
を

述
べ
る
な
ら
ば
、
支
考
は
、「
生
死
」
と
い
う
言
葉
に
繰
り
返
し
触
れ
て
『
徒
然
草
』
の
字
眼

と
し
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
『
徒
然
草
』
の
中
で
、
第
四
十
一
段
と
第
九
十
三
段
の
二
回
の

み
、「
生
死
の
相
」（
第
九
十
三
段
）
を
含
め
て
も
三
回
し
か
登
場
し
な
い
が
、
支
考
は
「
生

死
」
を
単
に
「
死
」
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、「
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
の
一
生
」
と

捉
え
て
い
る
。
そ
の
こ
と
と
関
連
づ
け
る
な
ら
ば
、「
変
化
」
と
い
う
言
葉
も
、『
つ
れ
づ
れ
の

讃
』
の
中
で
重
要
性
を
帯
び
て
繰
り
返
し
登
場
し
、
首
巻
に
提
示
さ
れ
て
い
る
十
三
種
の
分
析

批
評
用
語
を
統
括
す
る
言
葉
と
し
て
、
最
後
に
置
か
れ
て
い
る
。
支
考
の
著
作
と
し
て
最
も
早

く
書
か
れ
た
俳
論
書
の
『
葛
の
松
原
』
の
中
で
、
支
考
は
、「
俳
諧
は
世
の
変
相
に
し
て
、
風

雅
は
志
の
行
き
所
な
り
」
と
書
い
て
い
る
。
芭
蕉
の
生
前
の
こ
と
で
、『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
よ

り
も
、
早
い
時
期
で
あ
る
。

　

支
考
が
、『
徒
然
草
』
を
大
き
く
区
切
り
直
し
た
の
は
、『
徒
然
草
』
の
中
を
流
れ
る
、
と
ど

ま
る
こ
と
の
な
い
変
化
の
諸
相
を
明
確
化
す
る
た
め
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
つ
れ

づ
れ
の
讃
』
に
横
溢
す
る
支
考
の
言
葉
の
氾
濫
は
、
兼
好
が
『
徒
然
草
』
の
序
段
で
、「
心
に

う
つ
り
ゆ
く
よ
し
な
し
ご
と
を
そ
こ
は
か
と
な
く
書
き
つ
く
れ
ば
、
あ
や
し
う
こ
そ
物
狂
ほ
し

け
れ
」
と
書
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
し
、
そ
の
こ
と
は
支
考
自
身
が
一
番
痛
切
に
感
じ
て
い
た

こ
と
だ
ろ
う
。
生
死
と
い
う
変
化
し
続
け
る
大
河
の
な
か
で
、
支
考
は
芭
蕉
の
俳
諧
を
全
国
に

伝
え
、
芭
蕉
が
目
指
し
た
俳
文
と
い
う
新
し
い
文
学
ス
タ
イ
ル
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
す
る
た

め
に
、
俳
文
撰
集
を
ま
と
め
た
。
い
か
に
簡
潔
に
散
文
の
文
章
を
書
き
、
い
か
に
世
の
中
と
他

者
を
明
確
に
認
識
し
、
い
か
に
自
分
が
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
を
書
き
尽
く
す
か
。
そ
の
手
本
と

て
い
る
の
だ
が
、
巻
之
七
の
大
段
第
四
十
六
段
の
見
出
し
の
所
で
は
、
架
蔵
本
は
、
残
念
な
が

ら
「
虫
食
い
」
に
よ
っ
て
「
無
心
所
」
ま
で
し
か
読
め
な
い
。「
翻
刻
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』」
で

は
「
無
心
所
有
」
と
な
っ
て
い
る
。「
所
有
」
は
誤
植
で
あ
ろ
う
。

　

⑤
の
「
非
実
非
虚
」
は
、
子
ど
も
の
悪
戯
で
狛
犬
の
向
き
が
余
所
と
違
う
こ
と
に
に
感
涙
を

流
し
た
上
人
の
話
を
「
非
実
」、
次
の
柳
箱
に
物
を
置
く
時
の
故
実
に
二
説
あ
る
こ
と
を
「
非

虚
」
と
し
て
一
対
の
段
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
が
、
こ
こ
は
『
徒
然
草
』
の
余
韻
で
あ
り
、

「
さ
る
は
、
鏡
の
一
段
（
引
用
者
注
、
第
二
百
三
十
五
段
）
に
つ
れ
づ
れ
の
趣
意
は
説
き
お
は

り
て
、
今
は
虚
実
の
自
在
に
遊
べ
る
な
る
べ
し
」
と
、
支
考
は
捉
え
て
い
る
。

七　

 『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
巻
之
八
の
章
段
区
分
と
解
釈
の
独
自
性
、
お
よ
び

本
稿
の
ま
と
め

　

巻
之
八
の
内
訳
を
一
覧
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

①　

 《
第
四
十
八
段　

自
讃
七
条　

二
章
》
…
…
現
行
の
第
二
百
三
十
八
段
か
ら
第
二
百
三
十

九
段

②　

 《
第
四
十
九
段　

趣
意
已
決　

三
章
》
…
…
現
行
の
第
二
百
四
十
段
か
ら
第
二
百
四
十
二

段

③　
《
結
語　

一
章
》
…
…
現
行
の
第
二
百
四
十
三
段

　

巻
之
八
は
、
第
二
百
三
十
八
段
か
ら
第
二
百
四
十
三
段
ま
で
を
三
分
割
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を

大
段
と
し
て
い
る
。
①
が
「
自
讃
七
条
」
と
あ
る
の
は
、
第
二
百
三
十
八
段
の
冒
頭
部
に
「
自

讃
と
て
、
七
箇
条
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
い
る
の
を
四
字
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
巻
之
八

で
は
「
第
四
十
八
段　

自
讃
七
条
一
章
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
第
二
百
三
十
八
段
と
次
の
第
二

百
三
十
九
段
の
二
段
を
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
て
い
る
。「
標
目
」
で
、「
自
讃
七
条　

二
章
」
と

あ
る
の
が
正
し
い
。
自
讃
七
条
の
後
の
段
も
続
け
て
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
た
の
は
、
自
讃
の
最

後
に
書
か
れ
て
い
る
、
二
月
十
五
日
の
千
本
釈
迦
堂
で
の
聴
聞
の
夜
の
出
来
事
と
の
つ
な
が
り

で
、
八
月
十
五
夜
と
九
月
十
三
夜
が
良
夜
で
あ
る
こ
と
を
書
い
た
、
と
い
う
章
段
配
置
の
連
続

性
へ
の
理
解
を
示
す
。

　

②
の
「
趣
意
已
決
」
は
、「
標
目
」
で
も
巻
之
八
で
も
二
章
と
な
っ
て
い
る
が
、
正
し
く
は

三
段
か
ら
な
る
。
恋
の
情
趣
、
諸
願
妄
想
、
名
色
味
を
論
じ
る
連
続
三
章
段
の
両
端
の
段
に

「
不
如
（
し
か
ず
）」
と
い
う
評
言
が
出
て
い
る
こ
と
へ
の
注
目
か
ら
で
あ
る
。
支
考
は
、
こ
れ

ま
で
も
章
段
の
断
続
を
重
視
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
表
現
の
共
通
性
に
留
意
し
て
い
た
。
こ
の
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各務支考『つれづれの讃』続考

な
る
の
が
『
徒
然
草
』
で
あ
る
こ
と
を
、
支
考
は
『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
に
よ
っ
て
示
し
た
。
こ

の
書
名
の
中
に
、
支
考
の
心
の
真
実
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

注

（
１ 

）『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
嚆
矢
は
、『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』（
二
冊
、
一
六
〇
四

年
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、『
徒
然
草
』
の
本
文
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
上
巻
末
尾
の
「
ク
ス

シ
ア
ツ
シ
ケ
故
法
皇
ノ
」
の
段
に
「
百
三
十
七
」
と
あ
り
、
下
巻
末
尾
の
「
八
ニ
ナ
リ
シ
年
」
の
段

に
「
百
五
」
と
あ
る
。『
寿
命
院
抄
』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
の
注
釈
態
度
」

（『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
第
十
六
号
、
平
成
十
一
年
）
参
照
。

（
２ 

）『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』
の
本
文
引
用
は
、
前
稿
と
同
様
に
、
架
蔵
の
九
巻
九
冊
本
に
よ
り
、
適
宜
、

漢
字
を
宛
て
、
句
読
点
を
打
つ
な
ど
、
読
み
や
す
く
し
た
。
ま
た
、
増
補
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成

６
『
枕
草
子
・
徒
然
草
』（
斎
藤
清
衛
・
岸
上
慎
二
・
冨
倉
徳
次
郎
編
著
、
三
省
堂
、
昭
和
五
十
二

年
）
所
収
の
冨
倉
徳
次
郎
に
よ
る
解
説
付
き
の
「
翻
刻
研
究
文
献
・『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』」
も
参
照

し
、
翻
刻
に
誤
植
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
注
記
し
た
。

 

（
二
〇
二
二
年
十
一
月
二
日
受
理
）
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More Considerations of Kagami Shiko’s Tsurezure-no-san

Yuko SHIMAUCHI

ABSTRACT

　Tsurezure-no-san（つれづれの讃）is a book of criticism upon the whole of Tsurezuregusa（徒然草）by Kagami 
Shiko（各務支考、1665～1731）who was a disciple of Matsuo Basho（松尾芭蕉）and counted as one of Shomon 
Jittetsu（蕉門十哲、Ten Eminent Disciples of Matsuo Basho）. In its postscript, he says that he wrote this book in 
1711.
　The present writer calls Tsurezure-no-san a book of criticism, not a commentary, because it is original in the 
following points. Firstly, Tsurezure-no-san divides Tsurezuregusa into forty-nine sections according to their 
contents, giving each of them a title consisting of four Chinese letters. Secondly, it criticizes the content of 
Tsurezuregusa, using thirteen analytical terms such as 諷詞 satire, 褒貶 praise and censure, 断絶 break, 虚実 truth 
and falsehood, 変化 change etc.
　This is Shiko’s original method of approach to Tsurezuregusa, which cannot be found in many other commentaries 
on Tsurezuregusa written in the Edo era（江戸時代）. By this way, Shiko presented a new way of reading 
Tsurezuregusa.
　My previous monograph ‘A New way of reading Tsurezuregusa presented in Kagami Shiko’s Tsurezure-no-san
（放送大学研究年報、Journal of The Open University of Japan, Number 39, 2021）’ was discussed from these points of 
view. However, it dealt with the contents of the first volume and the beginning of the Second volume of Tsurezure-
no-san：that is, thirteen analytical terms, five important main lines of Tsurezuregusa and biographies and legends 
concerning Kenko（兼好）. Shiko’s interpretation to the eight volumes of Tsurezuregusa as a whole was still 
untouched. So this monograph, as a continuation of the previous one, tries to survey those eight volumes as a whole 
and grasp the entire picture of Tsurezure-no-san.
　It is characteristic of Tsurezure-no-san that it generally pays attention to the connection between chapters and 
sections as well as the development of each prose. From the perusal of Tsurezuregusa, Shiko realised concretely 
Kenko’s particular way of developing his prose, of expressing his thoughts, of changing topics etc.. This was, in fact, 
the discovery of a new way of reading Tsurezuregusa. Moreover, Shiko trys to apply Kenko’s method of expression 
to making a theoretical support for a new style of literary expression named ‘Haibun’（俳文）.
　Shiko’s Tsurezure-no-san is epoch-making in this point：it presented an art of writing, showing how to write 
unfixed prose instead of fixed verse like Waka（和歌）and Haikai（俳諧）. Shiko produced the model of writing he 
aspired through his analysis of various styles found in Tsurezuregusa. In his Tsurezure-no-san, Shiko constructed a 
theory of the new field of prose named ‘Haibun’ in order to succeed and develop the possibilities of this style of 
expression which his master Basho had pioneered and wished to complete.
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